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                                 財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

　(１) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券 … 購入時の取得価額によっている。なお、取得価額と債権金額との
　　　　　　　　　　　差額について重要性が乏しいため償却原価法は採用していない。

２．表示方法の変更

　前年度まで「仮払金」として一括表記していたが、重要性を鑑みて、当年度より「未収利息」
及び「短期出資金」に分け、それぞれ該当する金額を計上する方法に変更した。
このため、前年度においても増減比較の点から同様の変更を行っている。

　なお、この変更による正味財産増減への影響はない。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

  　　科　　目   前期末残高   当期増加額   当期減少額   当期末残高
 基本財産
    定　期　預　金 110,000,000 0 0 110,000,000
    有　価　証　券 31,500,000 0 0 31,500,000
    美　　術　　品 767,262,535 0 0 767,262,535
   　　小　　計 908,762,535 0 0 908,762,535
　特定資産     
    美術品取得資金 100,000,000 0 132,770 99,867,230
　　特定費用準備資金 224,928,207 0 39,859,008 185,069,199
　　設 備 取 得 資 金 85,000,000 0 0 85,000,000
    定　期　預　金 20,000,000 0 0 20,000,000
　　美　　術　　品 129,142,020 132,000 0 129,274,020
　（内購入美術品増加額） (132,000)
　（内寄贈美術品増加額） 0
　　展　示　設　備 2 0 0 2
   　　小　　計 559,070,229 132,000 39,991,778 519,210,451
       合　　計 1,467,832,764 132,000 39,991,778 1,427,972,986

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

  　　科　　目   当期末残高
うち指定正味財
産からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

(うち負債に対応
する額)

 基本財産
    定　期　預　金 110,000,000 0 110,000,000 0
    有　価　証　券 31,500,000 0 31,500,000 0
    美　　術　　品 767,262,535 0 767,262,535 0
   　　小　　計 908,762,535 0 908,762,535 0
 特定資産     
    美術品取得資金 99,867,230 0 99,867,230 0
　　特定費用準備資金 185,069,199 0 185,069,199
　　設 備 取 得 資 金 85,000,000 0 85,000,000 0
    定　期　預　金 20,000,000 0 20,000,000 0
　　美　　術　　品 129,274,020 0 129,274,020 0
　　展　示　設　備 2 0 2 0
   　　小　　計 519,210,451 0 519,210,451 0
       合　　計 1,427,972,986 0 1,427,972,986 0
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５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は次のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

 日本国国債(第337回) 39,960,000 40,128,000 168,000

６．その他公益法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにする
　　ために必要な事項

（１）金融商品に対する取組方針
　当法人は、公益目的事業の財源の一部分を運用益によって賄うため、債券、株式により資産
　運用する。なお、デリバティブ取引は行わない方針である。

（２）金融商品の内容及びそのリスク
　有価証券は株式であり、美術品取得資金の一部は債券である。これらは、発行体の信用リス
　ク、市場価格の変動リスクを受ける。

（３）金融商品のリスクに係る管理体制
①財産管理運用規程に基づく取引
　金融商品の取引は、当法人の財産管理運用規程に基づき行う。
②信用リスクの管理
　株式及び債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。
③市場リスクの管理
　債券については、時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

（４）資産除去債務について
　当法人は、運営する石洞美術館を賃借しており、契約書により退去時には原状回復に係る

　　債務を有しているが、当該債務に関連する賃貸資産の使用期間が明確でなく、将来美術館を
　　移転する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積ることができない。そのため、
　　当該債務に見合う資産除去債務を計上していない。

（５）当事業年度の数値について
　　　事業年度を「毎年４月１日から翌年3月末日まで」とあるのを、「毎年１月１日から
　　同年12月末日まで」に定款変更したことから、当事業年度は令和5年4月1日から
　　令和5年12月31日までの9か月間における数値となっている。
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附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。


